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大阪市環境局事業部事業管理課



台⾵１９号被害に伴う⻑野市での廃棄物処理⽀援について

⼤阪市環境局では、環境省、公益社団法⼈全国都市清掃会議並びに、⻑野県
⻑野市からの要請を受けて、台⾵19号の被害により発生したごみの撤去を行う
ため、⻑野県⻑野市へ廃棄物処理⽀援隊の派遣を⾏いました。

○派遣期間：令和元年10月29⽇〜11月18日（1次隊〜4次隊）

○使用機材：延べ147台（1日 小型四輪車4台 小型プレスダンプ車3台）

○派遣人数：延べ453名（1隊 21名）

○作業地域：⻑野市からの指⽰のもと、⻑沼地区の堤防沿いの⽀援作業

穂保地区の⺠家前のごみを順次撤去及び搬送

○作業内容：被災された家庭等から排出されたごみの撤去及び搬送



事前準備と現地での対応について

災害時に、応援市側、受援市側双方において事前準備や災害時の対応な
ど予め想定しておく事が大切です。

①事前準備
・応援要請を受ける可能性がある場合は、収集機材の確保、先乗り要員の
人選の検討を行っておく。
・応援要請を受け、現地の被害状況や廃棄物の種類をもとに収集機材、派
遣規模、期間を決定する。
・現地宿泊先の確保（⻑期間確保できる場所が理想）
・２次隊以降の移動手段の確保 など
②現地での対応
・作業員が現地で速やかに行動できるように、数名が先乗りし、事前に受
援市に作業現場、搬送先や関係施設の確認を行う。
○作業場所、搬入場所、給油所、休憩場所、トイレ、喫煙所 など
○搬入場所までの収集ルートや搬送時間
○洗車場の確保（臭気の問題でガソリンスタンドは利用不可が多い）

①応援市への依頼及び提供するもの
・依頼するごみ種を選定（応援車両の選定）
・各自治体へ依頼する場所の選定
・地図の提供（仮置き場と被災場所が掲載）
・休憩場所の確保（可能であれば）
・搬入先との調整（搬入時間、搬入ルート）

応援市側（本市） 受援市側

《応援市側からの感想》
市⺠対応をはじめ、仮置き場の選定など
対応する事が多く、応援自治体との調整
時間があまり確保できないと思われるた
め予め上記項目を応援自治体に提供でき
るように準備しておく。



現地の写真（⻑沼地区の堤防沿い）
堤防沿いの作業風景

全⻑約450mに渡って木くずなど
が積み上げられていました。

数人がかりで作業
しないと動かせれ
ない状況



現地の写真（穂保地区の⺠家前）
穂保地区の⺠家前の作業風景 地元の方に重機によ

る積込みをお手伝い
いただき、共同で作

業を実施



令和２年７月豪雨災害に伴う熊本県人吉市での廃棄物処理支援について

大阪市環境局では、環境省、公益社団法人全国都市清掃会議並びに、熊本県
人吉市からの要請を受けて、令和２年７月豪雨災害の被害により発生したごみ
の撤去を行うため、熊本県人吉市へ廃棄物処理支援隊の派遣を行いました。

○派遣期間：令和２年８月３⽇〜８⽉12日（1次隊〜2次隊）

○使用機材：延べ50台（1日 小型プレスダンプ車５台 小型四輪車２台 ）

○派遣人数：延べ218名（1隊 21名）

○作業地域：人吉市からの指示のもと、上薩摩瀬町・下薩摩瀬町地区の撤去及

び搬送作業

○作業内容：被災された家庭等から排出されたごみの撤去及び搬送



現地の地図（上薩摩瀬町・下薩摩瀬町地区の⺠家前）

ガソリンスタンド
（人吉バイパスSS）

作業場所
「上薩摩瀬町・下薩摩瀬町周辺」

（大阪市の担当場所）

仮置場
（中核工業用地）

休憩・洗車場所
（人吉球磨クリーンプラザ）

作業場所から仮置場ま
で約１５分ぐらいであ
るため１台に付き１日
に４から５回の搬入を
行った。

約15分



現地の写真（上薩摩瀬町・下薩摩瀬町地区の⺠家前）
⺠家前の作業⾵景

処理前 処理後



現地の写真（上薩摩瀬町・下薩摩瀬町地区の川沿い）
川沿いの作業風景

全⻑約1.5kmに渡って木くずなど
が積み上げられていました。

処理前 処理後


